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２０２１年１０月３日（日）聖霊降臨後第１９主日 

世界聖餐日、世界宣教の日 銀座教会 家庭礼拝 

 

礼拝招詞「まことの礼拝をする者たちが、霊と真理をもって父を礼拝する時が来る。

今がその時である。なぜなら、父はこのように礼拝する者を求めておられるからだ。 

神は霊である。だから、神を礼拝する者は、霊と真理をもって礼拝しなければならない。」 

                    ヨハネによる福音書４章２２，２３節 

主の祈り  

交読詩編 詩編３１編２２～２４a 節 

22 主をたたえよ。主は驚くべき慈しみの御業を 

都が包囲されたとき、示してくださいました。 

23 恐怖に襲われて、わたしは言いました 

「御目の前から断たれた」と。それでもなお、あなたに向かうわたしの叫びを 

嘆き祈るわたしの声を 

あなたは聞いてくださいました。 

24 主の慈しみに生きる人はすべて、主を愛せよ。 

使徒信条 

讃美歌  ８６ み神のめぐみは量（はか）り知られず 

聖 書 マルコによる福音書８章３１～３８節 

31 それからイエスは、人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちか

ら排斥されて殺され、三日の後に復活することになっている、と弟子たちに教え始められ

た。32 しかも、そのことをはっきりとお話しになった。すると、ペトロはイエスをわきへ

お連れして、いさめ始めた。33 イエスは振り返って、弟子たちを見ながら、ペトロを叱っ

て言われた。「サタン、引き下がれ。あなたは神のことを思わず、人間のことを思ってい

る。」34 それから、群衆を弟子たちと共に呼び寄せて言われた。「わたしの後に従いたい

者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい。35 自分の命を救いた

いと思う者は、それを失うが、わたしのため、また福音のために命を失う者は、それを救

うのである。36 人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の得があろ

うか。37 自分の命を買い戻すのに、どんな代価を支払えようか。38 神に背いたこの罪深

い時代に、わたしとわたしの言葉を恥じる者は、人の子もまた、父の栄光に輝いて聖なる

天使たちと共に来るときに、その者を恥じる。」 

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。世界聖餐日、世界宣教の日を迎え、主の御前に立つ幸いを感謝

いたします。世界の教会が様々な違いを持ちつつも、信仰と聖餐の一致を願い、それ

ぞれの教会で聖餐を受けます。世界の教会がキリストにある一致を覚えることが出来

ますようにお祈りいたします。本日は同時に、日本基督教団の世界宣教を覚え、世界

の教会に派遣されている宣教師の働きを覚えます。派遣されている宣教師が聖霊によ

って助けられ、主の恵みを分かち合うことが出来ますようにお祈り申し上げます。 
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 10 月を迎えました。次週は神学校日を迎えます。伝道献身者が起こされますように

祈ります。コロナ禍の終息を祈り求めます。病いと戦う友を覚えます。今置かれてい

る場において、主の癒しと慰めをお与えください。不安と孤独の中にいる兄弟姉妹を

顧みてください。医療従事者を御手をもってお支えください。聖霊なる神の働きを信

頼して新しい一週、主に従う者としてください。主イエス・キリストの御名によって

祈ります。アーメン 

 

説 教  「主イエスの受難予告とその意味」        牧師 髙 橋 潤 

 

 本日与えられた御言葉は、主イエス・キリストが語られた、第 1 回目の受難予告で

す。主イエスの受難予告は、9 章３０節、10 章３２節にも記されています。主イエス

は、十字架のお架かりになる前に３回受難予告をされました。第１回目の受難予告は、

31 節の「人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちから排斥さ

れて殺され、三日の後に復活することになっている」という言葉です。３回の受難予

告では、「十字架」という言葉は用いられませんが、明らかに十字架の出来事と三日

目の復活を予告しています。具体的には、祭司長たちや律法学者たちから排斥されて

「殺される」という予告です。 

 主の弟子ペトロは、「イエスをわきへお連れしていさめ始めた」とあります。ペト

ロにとって主イエスの受難予告は、到底受け入れられないことでした。１２弟子の代

表として、他の弟子たちのことを考えても、弟子たち以外にも多くの人々が主イエス

に従っていました。弟子たちは自分の人生を投げ捨てて主イエスに従って来ました。

突然、主イエスが目の前で殺されることなど、想像もしたくないことでした。あって

はならないことです。ペトロははじめて受難予告を聞き、イエスさまが狂ってしまっ

たのではないかと受け止めたのでしょうか。主イエスが突然、祭司長たちへの敗北宣

言に聞こえる弱音をはいたと思ったのではないでしょうか。ペトロは主イエスをわき

へお連れして、イエスさま、あなたの考えは間違っていますと教えたのです。 

 ペトロにとって第１回目の受難予告は、他の弟子たちや周りの人々に対しても今後

の伝道のためにも受け入れられない言葉でした。主イエスの周りの人に主イエスが殺

されると語っていることが知られたら、この後、どんなに素晴らしいことを語っても

愛の業を行っても誰も見向きもしなくなるのではないかと考えたでしょう。これまで

積み重ねてきた伝道も含めて、主イエスのすべての言葉が失敗に終わってしまう。弟

子たちの人生も失敗に終わり、いままで主イエスに癒やされた人々も途方に暮れてし

まうと考えました。私たちも、ペトロと同じように考えるのではないでしょうか。祭

司長や律法学者たちから狙われていたことは承知のことでした。どうしてみすみす抵

抗も戦いもせずに殺されなければならないのでしょうか。彼らの思い通りにさせて良

いのでしょうか。私たちは、主イエスの受難予告をどのように受け止めたら良いので

しょうか。 

 群衆に対して主イエスは、教えと癒やしを通して愛の業を語り実行してこられまし
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た。その主イエスの伝道と受難予告は、断絶するのではなくつながっているのです。

ペトロや私たちは、主イエスの伝道は、イエスさまが殺されてしまったらこれまでの

伝道が敗北してしまうと考えてしまいます。しかし、主イエスの伝道はキリストの受

難によって完成に向かうことを教えているのです。どうして、主イエスが苦しみ十字

架によって殺されることが伝道の完成に向かうのでしょうか。 

 主イエスが悪霊に取り憑かれた人々を癒やされたのは、主イエスの赦しと愛の力で

した。主イエスは、弟子たちを愛し、赦すために、そして私たちを愛し赦すために御

言葉と愛の業に続いてご自身の血を流す決断をしたのです。単に祭司長や律法学者の

策略に降参したのではなく、彼らの策略を受け入れた形で、人間の罪とこの世の死の

力に対して神の戦いが開始されたのです。ご自身の命を捧げることを通して、真の命

を与える救いの計画なのです。主イエス殺害計画が神によって受け止められ、神が罪

人を愛し赦す決断が受難予告の本当の姿なのです。 

 犠牲の小羊が祭壇に捧げられ屠られることで、犠牲を捧げた人々が神の裁きを免れ

るように、主イエスが犠牲の小羊となって、私たちが赦され愛されるのです。それが、

主イエスの受難です。神は主イエスの命を私たちの罪を赦すために献げることを通し

て、神の赦しと愛を完成させるのです。この神の愛の決断が受難予告です。主イエス

の受難は、祭司長たちの陰謀によって殺されることと神が主イエスを犠牲の小羊とす

るという両方の思いが一つになっていることを理解する必要があるのです。 

 主イエスの受難は、単に祭司長たちの悪巧みだけではなく、この悪巧みを飲み込む

様にして、神の救いのご計画が進んで行きます。主イエスの受難を通して、神の救い

の決断が実行され、罪人の救いが完成へと向かうのです。 

 マルコによる福音書８章は、これまで一度も語られなかった神の救いのご計画が明

らかにされ始めたことを伝えています。主イエスの口を通してはじめて語られた神の

愛の計画として受け止めたいと思います。 

「人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちから排斥されて殺

され、三日の後に復活することになっている、と弟子たちに教え始められた。」神の

ご計画は、神の愛の決断によって、キリストの血が流されることによって、主に愛さ

れた一人一人にキリストの命が与えられることを意味します。ゆえに「人の子」すな

わち主イエスが殺され、キリストの命に生かされるために、主イエスが復活するので

す。32 節「しかも、そのことをはっきりとお話しになった。」とあるように神の救い

のご計画がはっきりと主イエスによって話されたのです。神が罪人を裁き滅ぼすので

はなく、神が私たちの身代わりとなる主イエスに苦しみを負わせ、あえて主イエスを

見捨てて、殺されることを通して、神の御心である愛と救いが実現するのです。 

 だからこそ、主イエスをいさめたペトロに対して「サタン、引き下がれ。あなたは

神のことを思わず、人間のことを思っている。」と大変強い言葉でペトロに「引き下

がれ」と語ったのです。引き下がれとは、主イエスの後ろに引き下がれという意味で

す。神の御心を求めず、誤解して主イエスの前に出しゃばったペトロを突き放したの

ではなく、主イエスの後ろに退かせ、従わせようとする言葉です。人間の思いで考え
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るならば、主イエスが犠牲の死を遂げることは、誰も考えもつかない計画です。しか

し、神は人間を罰する計画ではなく、救いの道を開く愛のご計画を受難予告として語

り始められたのです。この受難予告は、主イエスの十字架と復活の出来事によって実

現しました。 

「34 それから、群衆を弟子たちと共に呼び寄せて言われた。「わたしの後に従いたい

者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい。35 自分の命を救

いたいと思う者は、それを失うが、わたしのため、また福音のために命を失う者は、

それを救うのである。」」 

 神の愛の計画は、キリストの死を通して実現しました。キリストの命は福音のため

に献げられ、救いを実現したのです。主イエスが受けた苦しみは主イエスの罪のため

ではなく、私たちの罪のために身代わりとなってくださったのです。主イエスが十字

架で殺されるということは主イエスの罪が原因ではなく、主イエスを十字架につけて

殺したいという人間がもっている神殺しの罪を引き受けるためだったのです。 

 主イエスは私たちをむしばむ罪を克服し、罪に打ち勝つ道を開くために復活されま

した。これが神の愛の真実です。神の救いのご計画は、私たちを滅ぼす罪との戦いで

す。主イエスは「長老、祭司長、律法学者」を地上から排除し討ち滅ぼす道を選びま

せんでした。そのような方法では、救いは完成しないのです。主イエスは十字架と復

活への道を進みます。主イエスはご自分のためではなく、私たちの救いのために死と

戦い勝利し、復活のお姿を通して神の愛を明らかにしてくださいました。 

 私たちはこの十字架の主に従いたいと願います。「わたしの後に従いたい者は、自分を

捨て、自分の十字架を背負って、わたしに従いなさい。」自分を捨てるということは、自

分のことばかり、人間中心に考えるのではなく、主イエスを見上げ、神の御心を求めるこ

とです。神さまを礼拝する姿勢こそ「自分を捨て」ることです。神の愛の決断を感謝して

受け止め、神の救いのご計画にあずかっている幸いをかみしめ、感謝したいと願います。 

 

祈 祷（各自、自由にお祈りください） 

 祈祷課題 病を負っている方々とそのご家族に主の癒やしを祈りましょう 

      命の危機、不安と孤独に直面している方々に主の恵みを祈りましょう 

      医療従事者の健康が守られ使命が支えられますように祈りましょう 

讃美歌 ３１２ いつくしみ深き 友なるイエスは 

献 金    

頌 栄  ５４４    

祝 祷  

主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

主が御顔を向けてあなたを照らし あなたに恵みを与えられるように。 

主が御顔をあなたに向けて あなたに平安を賜るように。 

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


